
On statistics which are almost sufficient 
from the viewpoint of the Fisher metrics

１．研究の背景

統計学

情報幾何 線形

十分統計量の定式化
（Fisher 1922, Neyman 1935）

Fisher計量を
用いた十分統計量
（Jostら, 2017）

δ概十分統計量
(山口-野澤, 2023)

線形十分統計量
(Peterら, 1978)

概線形十分統計量
(Decell, 1980)

一般化

再定義 特殊化

• 十分統計量は最尤推定に用いられる

• 十分統計量が存在しない場合，十分統計量に近い統
計量によって近似的に最尤推定を行いたい

よって，概十分統計量を定義することは応用上意味が
あるが，Decellが定義した概十分統計量は応用には繋
がらなかった。
その理由は，線形の場合の特殊化。

２．Fisher計量を用いた十分統計量とδ概十分統計量の定義

３．十分統計量の特徴づけとδ概十分統計量の特徴付け

定義（Fisher計量) 定義（十分統計量）

定義（δ概十分統計量）

• Fisher計量…情報量の変わり具合

• 十分統計量…情報ロス無し

• δ概十分統計量…Fisher計量をバイリプシッツ同値
だけ変える統計量

十分統計量の特徴づけ δ概十分統計量の特徴づけ

一般化
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